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ど
こ
ま
で
も
続
く

　

大
空
の
よ
う
に
絆
を
つ
な
げ
て



（3）　広報とみおか

　

い
わ
き
市
泉
町
に
、
同
市
内
で
は
好
間
町
に

続
き
２
ヵ
所
目
と
な
る「
富
岡
町
高
齢
者
等
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
」が
完
成
し
、
10
月

28
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
日
常
生
活
に
お
い

て
介
助
や
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
等
の

方
々
に
、
総
合
相
談
や
医
療
・
福
祉
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
た
支
援
活
動
を
行
う
施
設
で
す
。

　

開
所
式
で
は
宮
本
町
長
が「
介
護
予
防
の
高

齢
者
支
援
や
生
き
が
い
対
策
の
交
流
の
場
と
し

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
挨
拶
。
出
席
し
た
関
係
者
が
施
設
の
開

所
を
祝
い
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
は
、
１
階
が
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
、２
階
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー

ム
を
備
え
た
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

富
岡
町
内
で
医
療
施
設
を
経
営
し
て
い
た「
と
き

わ
会
グ
ル
ー
プ
・
社
会
福
祉
法
人
光
美
会
」が
町

か
ら
委
託
を
受
け
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

▽
住　

所

　

い
わ
き
市
泉
町
滝
尻
字
定
ノ
田
２
２
３

▽
営
業
時
間

　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時（
土
日
・
祝
日
は
休
業
）

▽
駐
車
場

　

敷
地
内
に
80
台
あ
り（
無
料
）

問 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
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高
齢
者
支
援
活
動
の
拠
点
が
オ
ー
プ
ン

「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
」
 月
４
日
か
ら
供
用
開
始
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内
堀
新
知
事
が
双
葉
郡
町
村
長
と
意
見
交
換

復
興
加
速
に
向
け
意
欲
を
示
す

富
岡
町
政
策
化
会
議
が
発
足

　
　

積
み
上
げ
型
の
復
興
計
画
を
目
指
す

　

内
堀
雅
雄
新
知
事
が
11
月
13

日
、
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所

に
お
い
て
双
葉
郡
町
村
長
と
意

見
交
換
を
行
い
、
復
興
と
再
生

加
速
に
向
け
て
の
意
欲
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

内
堀
知
事
は
会
の
冒
頭「
双

葉
郡
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。
そ
の
一

方
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

ト
構
想（
国
際
研
究
産
業
都
市

に
向
け
て
整
備
を
行
い
、
浜
通

り
の
復
興
の
柱
と
す
る
も
の
）

　

町
は
11
月
７
日
、
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
を
計
画
書
と
し

て
ま
と
め
て
い
く
政
策
化
会
議
を

発
足
、
宮
本
町
長
が
委
員
に
委
嘱

状
と
辞
令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

  

政
策
化
会
議
は
、
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
し
て
い
る
富
岡

町
役
場
職
員
の
ほ
か
、「
富
岡
町

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」を
取
り

ま
と
め
た
日
本
大
学
工
学
部
の
土

方
吉
雄
、
浦
部
智
義
両
准
教
授
、

県
の
避
難
地
域
の
計
画
担
当
者
、

復
興
庁
福
島
復
興
局
の
職
員
で
構

な
ど
、
新
し
い
取
組
み
に
向
け

た
動
き
も
出
て
い
る
。
状
況
は

厳
し
い
が
、
未
来
に
向
か
っ
て

光
を
強
め
て
行
く
こ
と
が
県
の

役
割
で
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
苦
し
み
を
一
緒
に
感
じ
な
が

ら
前
に
進
ん
で
行
き
た
い
」と

挨
拶
。
そ
の
後
、
各
町
村
長
と

個
別
に
会
談
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
町
村
が
抱
え
る
問
題
や
県

へ
の
要
望
等
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
を
終
え
た
宮
本
町

長
は「
内
堀
知
事
に
は
双
葉
郡

に
対
す
る
深
い
思
い
入
れ
が
あ

る
。
同
じ
郡
内
で
も
町
村
ご
と

に
異
な
る
問
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
は
個
別
に
話

を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
が
、
知

事
は
復
興
に
向
け
今
後
も
よ
り

い
っ
そ
う
前
向
き
に
取
組
ん
で

行
く
と
語
ら
れ
た
。
そ
の
言
葉

に
、
町
と
し
て
も
期
待
す
る
と

こ
ろ
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が

あ
る
」と
述
べ
、
今
後
も
県
と

密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
前
に

進
ん
で
行
く
考
え
を
示
し
ま
し

た
。

成
。
議
題
に
応
じ
て
、
公
共
交
通

機
関
や
商
工
業
者
な
ど
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

意
見
の
計
画
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
職
員
委
員
か
ら
計

画
策
定
の
方
針
を
立
て
る
上
で
の

難
し
さ
な
ど
、
今
後
解
決
す
べ
き

課
題
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
次

回
の
会
議
で
は
、
計
画
素
案
の
作

成
に
向
け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
出
な
か
っ
た
課
題
の
検
討
や
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
と
現
行

政
策
と
の
突
き
合
わ
せ
、
既
存
計

画
の
検
討
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
意
見
と
現
行
政
修
正
案
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
富
岡
町
災
害
復
興
計

画（
第
二
次
）検
討
委
員
会
と
政
策

化
会
議
が
来
年
３
月
を
目
標
に
素

案
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。
素
案
は

全
世
帯
に
配
付
し
、
意
見
公
募（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
行
っ
て
計

画
へ
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
計
画
の
完
成
は

６
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

各町村長を前に挨拶する内堀知事（中央）

宮本町長から委嘱状を受取る委員（右）
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 富岡町いわき地区拠点 

（5）　広報とみおか

　富岡町いわき地区拠点施設には、町民の皆さまの利便性向上を図るため、いわき市内に点在する施設
を集約しました。同敷地内に多目的に利用できる集会施設も新設されますので、行政区・自治会等の会
議や町のイベント等に活用していきます。
『富岡町役場いわき支所』
『富岡町社会福祉協議会いわき事業所』
『富岡町生活復興支援センターいわき平交流サロン』
『多目的集会施設』

6
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いわき短大いわき短大

夏井川夏井川

新川新川
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●●

●〒いわき局●〒いわき局
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東日本国際大東日本国際大

●いわき市
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●いわき市
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いわき駅いわき駅
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コジマ
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コジマ
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イオン
●
イオン

●
イトーヨーカドー

●
イトーヨーカドー

平消防署　
統合庁舎●
平消防署　
統合庁舎●

富岡町
いわき地区拠点施設

富岡町
いわき地区拠点施設

東北電力
いわき営業所●
東北電力
いわき営業所● 松尾病院松尾病院

デイリー
ヤマザキ
デイリー
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●セブン
　イレブン
●セブン
　イレブン

入 

口

出 

口

多目的集会施設

一方通行

一方通行

いわき支所

富岡町生活復興支援センター
いわき平交流サロン

富岡町社会福祉協議会
いわき事業所

駐車スペース

駐輪場

▼富岡町いわき地区拠点施設地（〒970－8024　いわき市平北白土字宮前８番地）

▼富岡町いわき地区拠点施設敷地内図（敷地内は一方通行です）

施設が開設されます
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◆◇富岡町役場いわき支所からのお知らせ◇◆

◆◇富岡町生活復興支援センターいわき平交流サロンからのお知らせ◇◆

◆◇富岡町社会福祉協議会いわき事業所からのお知らせ◇◆

　富岡町役場いわき支所は、平成23年12月よりいわき合同庁舎内に設置しておりましたが、駐車場が無
く階段を使わないと支所に入れないなど、町民の皆さまには大変ご不便をお掛けしておりました。
　この度、たくさんの方からご協力をいただき、いわき市平北白土へ移転することになりました。新し
いいわき支所は、十分な駐車スペースを確保し、足元に不安のある方にも安心して来所いただけるよう
に平屋建てとなっております。
　また、環境省所管の家屋解体受付窓口も、支所移転に伴い12月22日より新しいいわき支所内で業務を
行います。

▼移転日　平成26年12月22日（月）
　　　　　　　※12月19日（金）まで、現在のいわき支所にて通常業務を行います。
　　　　　　　 　なお、12月20日（土）は、移転作業のため日直業務を行いませんので予めご了承ください。

いわき支所で取扱う主な業務
　○戸籍謄抄本・住民票の交付
　○印鑑登録及び印鑑登録証明書の交付
　○税務証明書の交付
　○国民健康保険の加入・喪失手続き及び保険証等の交付
　○健康相談及び母子健康手帳等の交付
　○いわき市内仮設住宅の維持管理及び入退居の手続き
　○公益一時立入りの申請受付及び許可証交付
　○避難先住所の変更手続き
　○被災証明書及び届出避難場所証明書の交付

　富岡町生活復興支援センターいわき平交流サロンは、12月22日（月）から富岡町いわき地区拠点施設内
に移転し、運営を開始することになりました。
　12月９日（火）まで、現在の平サロンを開館しています。
　なお、12月10日（水）から21日（日）は、移転作業のため休館とさせていただきますので予めご了承くだ
さい。

　富岡町社会福祉協議会いわき事業所は、12月22日（月）から富岡町いわき地区拠点施設内に移転し、運営する
ことになりました。
　詳しくは、同封の社協だより「笑～る110号」をご覧ください。

記載以外の事務について
も、郡山事務所への取り
次ぎ等、可能な範囲で対
応いたしますので窓口に
ご相談ください。



（7）　広報とみおか

富
岡
町
消
防
団

全
国
操
法
大
会
で
敢
闘
賞
を
受
賞

　

第
24
回
全
国
消
防
操
法
大
会
が
11
月
８
日
、
東
京

臨
海
広
域
防
災
公
園
で
行
わ
れ
、
富
岡
町
消
防
団
員

５
人
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

富
岡
町
消
防
団
は
、
震
災
以
降
途
絶
え
て
い
た
操
法

大
会
出
場
に
向
け
、４
月
14
日
か
ら
早
朝
訓
練
を
開
始
。

８
月
の
県
大
会
で
見
事
に
優
勝
を
飾
り
、
全
国
大
会
へ

と
駒
を
進
め
ま
し
た
。
厳
し
い
訓
練
の
集
大
成
と
な
る

全
国
大
会
に
は
、
多
く
の
富
岡
町
消
防
団
員
や
県
内
の

消
防
団
関
係
者
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
選
手
の
皆
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
堂
々
の
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

指
揮
者
を
務
め
た
阿
部
祥
久
さ
ん
は「
団
の
歴
史

と
伝
統
を
無
く
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

訓
練
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
県
内
外
に

避
難
し
て
い
る
団
員
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
今
回
は
団
の
垣

根
を
越
え
て
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、
町
の
復
興
に
向
け
団
結
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
次
の
若
い
世
代
に
も
消
防

団
の
歴
史
を
繋
い
で
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
大
会
を
振
り
返
り
、
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
見
せ

ま
し
た
。

　

宮
本
町
長
は
大
会
終
了
後
、「
全
国
大
会
出
場
は
、

本
団
を
は
じ
め
団
員
の
皆
さ
ん
が
一
致
団
結
し
て
の

成
果
で
あ
り
、
今
回
の
経
験
は
皆
さ
ん
の
人
生
の
糧

に
な
る
も
の
で
す
。
古
里
復
興
に
向
け
、
今
後
の
消

防
団
活
動
に
期
待
し
ま
す
」と
述
べ
、
多
く
の
消
防

団
関
係
者
と
共
に
選
手
の
皆
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
大
会
出
場
に
際
し
多
く
の

ご
支
援
と
激
励
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
避
難
先
か
ら
集
結
し

た
選
手
た
ち
は
７
ヵ
月
前
か
ら
練
習
を
開

始
し
、
県
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
全
国
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。
彼
ら
に
は
心
か
ら
ご
苦

労
様
と
言
い
た
い
で
す
。
ま
た
、
我
々
消

防
団
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
様
に
元
気
を
届
け
た
い
気

持
ち
で
一
杯
で
し
た
。

　

今
回
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
選
手
た
ち
は
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
彼
ら
が
頑
張
っ
て
き
た

こ
と
へ
の
評
価
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
消
防
操
法
大
会
を
終
え
て

富
岡
町
消
防
団 

団
長　

安
藤　

治

広報とみおか　（6）

県内初の復興公営住宅が完成　郡山市日和田団地で鍵引き渡し式

戦没者の冥福と永遠の平和を祈る　平成26年度富岡町戦没者追悼式

　

11
月
7
日
、
県
営
と
し
て
初
と
な
る

復
興
公
営
住
宅
の
鍵
引
き
渡
し
式
が
、

郡
山
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
完
成
し
た
の
は
、
郡
山
市
内
日

和
田
地
区
に
建
設
さ
れ
た「
県
営
日
和

田
団
地
」で
、
入
居
者
や
佐
藤
雄
平
知

事（
当
時
）、
地
元
関
係
者
な
ど
が
出
席

し
住
宅
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
宮
本
町
長
が「
町
民
の
生

活
再
建
に
向
け
て
、
大
き
な
光
が
見
え

て
く
る
思
い
。
地
元
郡
山
市
を
は
じ
め
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の

賜
物
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
、
復
興
公

　

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
祈
り
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る「
平

成
26
年
度
富
岡
町
戦
没
者
追
悼
式
」が

11
月
５
日
、
い
わ
き
市
の
せ
き
の
ホ
ー

ル
鹿
島
で
、
震
災
後
初
め
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
各
避
難
先
か
ら
約
40
名
の
ご

遺
族
が
列
席
。
参
列
者
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
、
宮
本
町
長
が「
新
た
な
富
岡
町

の
再
生
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
誓
い
、

戦
没
者
の
御
霊
が
と
こ
し
え
に
安
ら
か

ら
ん
こ
と
ご
遺
族
の
皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」と
式
辞
を
述

営
住
宅
の
情
報
提
供
や
入
居
相
談
会
の

開
催
な
ど
、
今
後
も
住
宅
に
関
す
る
町

民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い
く
」と
祝

辞
を
述
べ
、
佐
藤
知
事
か
ら
入
居
者
代

表
の
大
和
田
豊
吉
さ
ん（
岩
井
戸
）に
鍵

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

鍵
を
受
取
っ
た
大
和
田
さ
ん
は「
入

居
が
決
ま
り
と
て
も
嬉
し
い
思
い
で
、

こ
れ
を
一
歩
と
し
て
将
来
を
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。
周
り
が
富
岡
の
方
な
の

で
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
の

が
楽
し
み
で
す
」と
語
り
、
新
し
い
生

活
に
向
け
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

べ
ま
し
た
。
続
い
て
塚
野
町
議
会
議
長

と
藤
田
保
正
双
葉
郡
遺
族
会
会
長
、
遺

族
代
表
の
遠
藤
美
喜
子
さ
ん
が
追
悼
の

言
葉
を
送
り
、
町
内
の
戦
没
者
２
４
６

柱
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
富
岡
町
遺
族
会
主

催
に
よ
る
富
岡
町
戦
没
者
慰
霊
祭
で

は
、
猪
狩
利
衛
町
遺
族
会
会
長
が
祭
文

を
捧
げ
、
町
内
の
仏
教
会
に
よ
る
読
経

と
共
に
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
す

べ
て
の
御
霊
に
対
し
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

ま
し
た
。

完成した県営日和田団地

式辞を述べる宮本町長

関係者によるテープカット

町内仏教会による読経



（9）　広報とみおか

　

富
岡
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
２
年
連

続
の
全
国
切
符
を
か
け
、
宿
敵
・
尚

志
高
校
と
対
戦
し
た
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
福
島
県
大
会
決
勝
戦
。

　

11
月
１
日
、
小
雨
が
降
る
郡
山
市

西
部
サ
ッ
カ
ー
場
・
午
後
１
時
10
分

キ
ッ
ク
オ
フ
。
富
岡
は
序
盤
に
失
点

す
る
も
、
そ
の
後
は
準
決
勝
ま
で
無

失
点
を
誇
っ
た
守
備
陣
が
尚
志
の
得

点
を
許
さ
ず
、
両
チ
ー
ム
ほ
ぼ
互
角

の
戦
い
で
前
半
を
終
了
し
た
。

　

後
半
、
尚
志
が
怒
涛
の
攻
め
を
見

せ
５

０
と
富
岡
を
突
き
放
す
。
そ

し
て
鳴
り
響
く
試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ

ス
ル
。
涙
を
こ
ら
え
無
念
の
表
情
を

見
せ
る
選
手
た
ち
。

　

試
合
後
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
は
、

佐
藤
弘
八
監
督
が「
お
疲
れ
さ
ん
。
こ

こ
へ
連
れ
て
き
て
も
ら
っ
て
あ
り
が

と
う
。
み
ん
な
本
当
に
よ
く
や
っ
て

く
れ
た
。
３
年
生
は
こ
れ
か
ら
も

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
、
サ
ッ
カ
ー
の

楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
い
ろ
ん
な

人
に
伝
え
て
欲
し
い
。
１
、２
年
生
は

負
け
た
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
、
来
年
泣

か
な
い
た
め
に
ま
た
必
死
で
努
力
し

よ
う
」と
選
手
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
た
富
高
イ
レ
ブ
ン
。

貫
い
た
富
岡
魂
は
、
必
ず
や
苦
難
を

乗
り
越
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
光
を

つ
か
み
取
る
に
違
い
な
い
。

富岡高校男子サッカー部 富岡高校男子サッカー部 
　全国への挑戦、貫いた富岡魂　全国への挑戦、貫いた富岡魂

男子サッカー部
佐藤 弘八 監督 

　

選
手
た
ち
は
、
震
災
後
の
困
難
な
状
況

を
承
知
で
富
岡
高
校
に
入
学
し
、
目
標
に

向
か
っ
て
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
。
今
年

も
全
国
へ
行
き
、
富
岡
町
民
に
勇
気
や
元

気
を
届
け
た
か
っ
た
。
そ
れ
が
出
来
な
い

の
が
と
て
も
悔
し
い
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
皆
さ
ん
が
応
援
し

て
く
だ
さ
る
の
は
、
や
は
り
自
分
た
ち
に

富
岡
高
校
と
い
う
名
前
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
う
。
富
岡
高
校
で
あ
る
限
り
、
選
手
と

共
に
前
へ
進
ん
で
い
き
た
い
。

主将 今野 楓さん
（３年 福島市出身）

女子サッカー部
松本 克典 監督 

　

震
災
が
あ
り
、
人
数
が
揃
わ
な
い
中

で
選
手
た
ち
は
戦
い
、
こ
れ
ま
で
悔
し

い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
以

降
、今
年
初
め
て
部
員
が
14
人
と
な
り
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
を
目
標
に
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て

き
た
選
手
た
ち
に
は
、
よ
り
高
い
所
に

基
準
を
置
い
て
、
全
国
の
舞
台
で
も
臆

す
る
こ
と
な
く
プ
レ
ー
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
富
岡
と
い
う
名

を
大
切
に
戦
っ
て
き
ま
す
。

広報とみおか　（8）

 

富岡高校女子サッカー部 1富岡高校女子サッカー部 155人でつかんだ全国の舞台人でつかんだ全国の舞台
東北代表として　全日本高等学校女子サッカー選手権大会出場決定

 

10
月
24
日
か
ら
27
日
の
４
日

間
、
秋
田
県
で
行
わ
れ
た
全
日
本

高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
東
北
地
域
大
会
に
お
い
て
、

富
岡
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
３

位
に
入
賞
し
、
４
年
ぶ
り
５
度
目

と
な
る
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手

に
し
た
。

　

富
岡
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

は
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

に
よ
る
避
難
で
部
員
数
が
激
減
。

競
技
規
定
に
よ
り
試
合
に
出
ら
れ

な
い
な
ど
辛
い
状
況
の
中
、
避
難

先
の
福
島
県
立
福
島
北
高
等
学
校

サ
テ
ラ
イ
ト
校
で
毎
日
の
練
習
に

励
ん
で
き
た
。

　

平
成
26
年
４
月
、
６
人
の
新
し

い
部
員
を
迎
え
て
メ
ン
バ
ー
は
14

人
と
な
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
選
手
た
ち
。
そ
の
後
、
新

た
に
１
名
の
部
員
を
加
え
、
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
喜
び
を
よ
り
一
層

強
く
感
じ
て
い
る
。

　

１
月
３
日
か
ら
兵
庫
県
で
行
わ

れ
る
第
23
回
全
日
本
高
等
学
校
女

子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
。

　

逆
境
に
負
け
ず
努
力
を
続
け
て

き
た
選
手
た
ち
は
、
２
年
連
続
の

全
国
大
会
出
場
を
果
た
せ
な
か
っ

た
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
分
ま
で
、

持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
く

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

東
北
大
会
で
は
、
勝
ち
進
ん
で
い
く

に
つ
れ
、
い
い
緊
張
感
を
持
っ
て
試
合

に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
と
し
て

も
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
ま
ず
１
勝
を
目
標

に
、
ま
た
富
岡
町
民
の
皆
さ
ん
に
元
気

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
プ
レ
ー
を
し
た

い
で
す
。

高野 愛さん
（３年 二本松市出身）

官野 紗彩さん
（１年 会津若松市出身）

猪狩 有莉さん
（２年 いわき市出身）

佐藤 優さん
（１年 喜多方市出身）

江下 若葉さん
（２年 いわき市出身）

設楽 千夏さん
（１年 郡山市出身）

鈴木 麻海さん
（２年 いわき市出身）

澁谷 帆香さん
（１年 福島市出身）

鈴木 美紀さん
（２年 会津若松市出身）

鈴木 綾乃さん
（１年 会津若松市出身）

二ノ宮 千穂さん
（２年 会津若松市出身）

渡部 望さん
（１年 下郷町出身）

秋元 遥さん
（１年 富岡町出身）

二瓶 葵さん
（２年 郡山市出身）



東京電力の損害賠償における課税地目で確認できない土地の取扱いについて

（11）　広報とみおか

お知らせ

　東京電力では、土地の賠償について当該土地の固定資産課税情報に係る課税地目を基に「宅地」「田畑」
「宅地・田畑以外の土地」の３つの賠償項目に分けて、それぞれ請求受付を開始しております。
　しかし、皆さんが所有されている土地によっては、課税地目と利用実態が異なっているケースがある
ことが予察されます。
　そこでこのようなケースについて、賠償上どのように取扱われるかをまとめましたのでご参照くださ
い。なお、詳細については下記「財物ご相談専用ダイヤル」にお問合わせください。

賠償項目 課税地目により確認できない場合の取扱い

宅　地

〇宅地の賠償上の評価方法は「定型評価」と「現地評価」
〇「定型評価」で確認できない場合には「現地評価」を選択
　⇒専門家の現地調査により以下を確認
　　宅地と認定できる面積　宅地の単価

田　畑

〇証明書類により、田畑であることを確認
【確認できた場合】⇒田畑として賠償
【確認できない場合（証明書類が無い場合を含む）】
　⇒田畑の賠償とはなりません。
　⇒ただし、請求者自身により当該土地を田畑として利用していることを申し
　出ることで、東京電力が個別対応することになっています。

　　「財物ご相談専用ダイヤル」にご連絡ください。

宅地・田畑
以外の土地

〇証明書類により、原発事故時点での土地利用状況を確認
【確認できた場合】⇒確認状況に基づき該当項目により賠償
【確認できない場合（証明書類が無い場合を含む）】
　⇒「財物ご相談専用ダイヤル」にご連絡ください。
　⇒課税地目が農地で、農地以外の土地として利用している場合は、農地転用
　許可に係る書類（農地転用許可書、農地転用届など）をご提出いただかなく
　ても「宅地・田畑以外の土地」として請求可能です。なお、時価相当額の算
　定に影響する場合がありますので、農地転用許可に係る書類をお持ちの方
　は、東京電力にご提出ください。

　※課税地目が田畑である造成工事済みの土地を「田畑」の賠償として既に合意
　をしている場合でも、改めて「宅地・田畑以外の土地」として請求可能です。

全てに共通

〇ご自身で「不動産鑑定評価書」をお取りいただいた場合は、当該鑑定評価額を
時価相当額として賠償金額を算定

※「不動産鑑定評価書」を取る費用は、自己負担になります。
※東京電力が鑑定評価の前提条件等を確認する場合があります。

問 東京電力株式会社　福島原子力補償相談室
　　　　　　　　　　 「財物（土地・建物・家財）ご相談専用ダイヤル」
　　　　　　　　　　 ☎０１２０－９２６－５９６（午前９時～午後９時）

広報とみおか　（10）

　

平
成
27
年
富
岡
町
表
彰
式
・
新

年
賀
詞
交
換
会
を
左
記
の
日
程
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
27
年
１
月
22
日（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら

▼
場
所

　

パ
レ
ス
い
わ
や

（
い
わ
き
市
鹿
島
町
久
保
字
梅
田
４

１
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
参
加
申
込
み
方
法

　

町
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
、
お
電

話
に
て
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
①

団
体
名
②
職
名
③
氏
名
④
連
絡
先

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
個
人
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

▼
申
込
期
限

　

平
成
26
年
12
月
25
日（
木
）

問 

総
務
課 

総
務
係　

　

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金（
老
齢
・

遺
族
・
障
害
年
金
等
）を
受
給
し

て
い
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
平
成
26
年
12
月
１
日

よ
り
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
公
的
年
金
等
が
児
童
扶

養
手
当
を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の

差
額
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
逆

に
公
的
年
金
等
が
児
童
扶
養
手
当

を
上
回
る
場
合
は
、
当
該
手
当
の

申
請
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

申
請
等
各
種
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
避
難
先
の
市
区
町
村
に
、
郡

山
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、

富
岡
町
役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
係

ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
法
改
正
後
の
手
続
き
と
し
て
、

子
ど
も
の
加
算
措
置
を
せ
ず
に

障
害
年
金
と
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
障
害
年

金
に
お
け
る
子
ど
も
の
加
算
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

お知らせ

　平成26年12月28日（日）から平成27年１月４日（日）は、年末年始のため回収作業を行いません。害虫獣
被害等防止のため、この期間のごみ出しはご遠慮くださいますよう、ご協力をお願いいたします。
　ごみは分別したうえで、上記の回収日にお出しください。回収業者は、数日かけて町内のごみステーショ
ンを巡回し、順次、ごみの回収を行います。
　粗大ごみやリサイクル対象家電、危険物等は、ごみステーションでの回収はいたしません。分別方法
やごみの出し方については、11月21日発行の広報お知らせ版に同封の「平成26年12月からのご家庭の片
付けごみの回収について（お知らせ）」又は町ホームページをご参照ください。

平成27年１月　
日 月 火 水 木 金 土

7 8 9 104 5 6

21 22 2319 20 24

26 27 28 29 30 31

燃えるごみ、ごみ出し日

25

18

14 15 1612 13 1711

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

1 2 3

平成26年 12月　
日 月 火 水 木 金 土

10 11 12 137 8 9

24 25 2622 23 27

29 30 31

燃えるごみ、ごみ出し日

28

21

17 18 1915 16 2014

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

3 4 5 611月30日 12月28日 12月29日 12月30日 12月31日1 2
燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

1月1日 1月2日 1月3日

〈 回 収 業 者 は お 休 み で す 〉〈 回 収 業 者 は お 休 み で す 〉

〈 回 収 業 者 は お 休 み で す 〉〈 回 収 業 者 は お 休 み で す 〉

問 生活環境課 環境衛生係

富岡町ごみ出しカレンダー

富
岡
町
表
彰
式
及
び

　

新
年
賀
詞
交
換
会
の
開
催

公
的
年
金
等
受
給
者
の

児
童
扶
養
手
当
申
請
に
つ
い
て

広報とみおか１月号発行についてのお知らせ
　毎月第１金曜日に通常版、第３金曜日にお知らせ版を発行しております広報
とみおかですが、平成27年１月は合併号として１月16日（金）に発行いたします。
　皆さまのご理解をよろしくお願いいたします。



　町では、臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特
例給付金の支給対象者の方へ７月15日に申請書を
郵送いたしました。申請書受付期間は平成27年１
月15日（木）までとなっておりますので、お早めの
手続きをお願いいたします。
　申請書と確認書類（本人確認書類については印字
されている方全員分）、振込み口座の確認書類につ
いては、申請者名義の通帳のコピーを返信用封筒
に入れ、郵送で申請してください。
　なお、加算額の対象となる年金や手当の確認が
取れない場合、年金等を受給していることが確認
できる書類の提出を再度お願いする場合がありま
すので、予めご了承ください。
　対象と思われる方でも町民税の申告を行っていな
い方には、支給対象の判断ができないため申請書を
送付しておりませんのでご注意ください。

　問  健康福祉課 福祉係

※富岡町内の水・土壌・果樹等を測定できます。
※詳細は、申込まれた方へ毎月初旬にご連絡いたします。

【ゲルマニウム半導体式核種分析装置（検出限界目標、１ベクレル）】

【簡易放射能分析装置（検出限界値、約20ベクレル）】

※各施設で予約を受付けますので、申込み先へご連絡い
　ただいた際に、ご希望の実施施設をお選びください。

臨時福祉給付金、子育て世帯臨時
特例給付金の申請はお済ですか？

放射性セシウム濃度測定日のお知らせ

実施施設 申込み先
富岡町役場郡山事務所

富岡町コールセンター
☎0120-33-6466いわき支所

大玉出張所
三春ベクレルセンター
（三春の里敷地内） ☎080-3933-6772

▼申込先　富岡町役場産業振興課
　　　　　☎0120-33-6466

（13）　広報とみおか

が
ん
ば
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す

富
岡
町
奨
学
資
金
制
度

　

町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
奨

学
資
金
を
無
利
子
で
貸
付
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

大
学
や
短
大
、
専
修
学
校（
修

業
年
限
２
年
以
上
）、
高
等
専
門

学
校
、
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い

る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方
。

①
品
行
が
正
し
く
、
学
術
に
す
ぐ

れ
、
身
体
が
強
固
で
あ
る
こ
と

②
合
格
当
時
、
引
続
き
富
岡
町
に

５
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る

こ
と

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

④
同
種
の
奨
学
資
金
の
貸
与
、
給

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤
世
帯
全
員
の
所
得
が
町
奨
学
資

金
貸
与
条
例
施
行
規
則
に
基
づ

く
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

※
連
帯
保
証
人（
２
名
）が
必
要
で

す
。

※
卒
業
の
６
ヵ
月
後
か
ら
、
貸
与

期
間
の
２
倍
の
期
間
以
内
に
貸

与
を
受
け
た
奨
学
資
金
の
全
額

を
年
１
回
ま
た
は
年
２
回
で
返

還
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
申
請
期
間

　

平
成
27
年
３
月
２
日（
月
）〜

　

平
成
27
年
４
月
10
日（
金
）ま
で

　
（
そ
の
後
は
毎
月
10
日
が
期
限

　

に
な
り
ま
す
）

※
申
請
人
の
面
接
を
右
記
申
請
期

間
中
に
行
い
ま
す
の
で
、
奨
学

金
の
貸
与
を
希
望
す
る
学
生
の

方
は
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い（
面
接
が
難
し
い

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

※
募
集
要
項
は
、
町
教
育
委
員
会

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
）。

問 

教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

個
人
事
業
税
の
課
税
時
期

変
更
に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
毎
年
８
月
に
個

人
事
業
税
の
納
税
通
知
書
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と
し
て

富
岡
町
に
住
所
を
有
す
る
方
に
対

し
、
今
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、

所
得
税
の
申
告
期
限
延
長
措
置
終

了
に
伴
い
、
平
成
26
年
12
月
12
日

に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

複
数
年
分
の
所
得
を
申
告
さ
れ

た
方
に
は
、
申
告
年
数
分
の
納
税

通
知
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

▼
納
期
限

第
一
期
：
平
成
27
年
１
月
５
日

第
二
期
：
平
成
27
年
３
月
31
日

※
減
免
制
度
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、
相
双
地
方
振
興
局
ま
で
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

相
双
地
方
振
興
局 

県
税
部

☎
０
２
４
４

２
６

１
１
２
６

お知らせ

受付月 測定日 測定場所
12月受付分 １月13日（火）

富岡町役場庁舎
（本岡字王塚）

１月受付分 ２月16日（月）

２月受付分 ３月９日（月）　
３月23日（月）

▼奨学金・貸与期間
区　分 奨学金（月額） 貸与期間

大学（短大を含む） 自宅通学２万円以内
自宅外通学５万円以内

正規の就学期間
専修学校

高等専門学校
１万円以内

高等学校

福島地方法務局からのお知らせ
　平成27年１月５日（月）から、田村市役所（新庁
舎）で登記事項証明書等の交付が受けられます。

▼請求機設置場所
　田村市役所（新庁舎１階）
　「福島地方法務局田村証明サービスセンター」

▼受付時間
　平日　９：00～12：00
　　　　13：00～16：30

▼取扱業務
　○全国の土地・建物及び、会社・法人の登
　記事項証明書発行
　○全国の会社・法人の代表者事項証明書発行
　○会社・法人の印鑑証明書発行（印鑑証明書
　の請求には、印鑑カードが必要です。また、
　請求の際に代表者の生年月日記入の必要が
　あります）
　○動産譲渡登記及び債権譲渡登記の概要記
　録事項証明書発行
　　※コンピュータ化されている不動産及び
　　 会社等に限られます。
　　※要約書及び地図・図面等の交付は行っ
　　ておりませんのでご注意ください。
　○オンラインにより交付請求された登記事
　項証明書等を、証明サービスセンターに
　て交付することもできます。

問 福島地方法務局郡山支局
　 ☎０２４－９６２－４５０５

広報とみおか　（12）

年
末
年
始
等
の
帰
還
困
難

区
域
へ
の
立
入
り（
通
過

含
む
）に
つ
い
て

　

12
月
24
日（
水
）か
ら
１
月
15
日

（
木
）は
、
国
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
受
付
業
務
及
び
一
時
立
入
り

を
原
則
と
し
て
実
施
し
ま
せ
ん
。

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
や
む
を

得
ず「
帰
還
困
難
区
域
」へ
の
一
時

帰
宅（
通
過
含
む
）を
行
う
必
要
が

生
じ
た
場
合
は
、
町
担
当
ま
で
個

別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

①
申
請
内
容
の
確
認
、
通
行
証
の

発
行
及
び
郵
送
期
間
等
を
考
慮

し
、
立
入
り
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
末
年
始
を
含
む
役
場
閉
庁
日

（
12
月
27
日
か
ら
１
月
４
日
）に

は
、
申
請
の
受
付
・
申
請
内
容

変
更（
立
入
車
両
、
立
入
者
等
）

の
受
付
及
び
通
行
証
の
交
付
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

③
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に
伴

い
、
町
が
各
世
帯
に
交
付
し
た

「
立
入
り
証
」（
青
い
ラ
ミ
ネ
ー

ト
加
工
の
も
の
）で
は
、「
帰
還

困
難
区
域
」へ
立
入
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

④
自
然
災
害
の
発
生
や
気
候
状
況

の
急
激
な
悪
化
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
立
入
り
の
ご
遠
慮
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
申
請
の
な
い「
帰
還
困
難
区
域
」へ

の
立
入
り
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
請
等
の
方
法

　

12
月
24
日（
水
）か
ら
１
月
15
日

（
木
）は
、
次
の
全
て
の
立
入
り
に

つ
い
て
町
担
当
ま
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

①
町
内
の「
帰
還
困
難
区
域
」へ
一

時
帰
宅
す
る
場
合

②
町
外
の「
帰
還
困
難
区
域
」を
通

過
し
て
、
町
内
の「
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
」又
は「
居
住
制
限

区
域
」へ
立
入
り
を
行
う
場
合

（
例
：
自
宅
が「
居
住
制
限
区
域
」

で
福
島
市
へ
避
難
し
て
い
る
）

※「
帰
還
困
難
区
域
」内
は
、
通
行

で
き
る
道
路
及
び
時
間
が
限
ら

れ
ま
す
。

③
自
宅
が
町
内
の「
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
」又
は「
居
住
制
限

区
域
」で
あ
る
が
、
町
内
の「
帰

還
困
難
区
域
」に
あ
る
実
家
等

（
墓
所
を
含
む
）へ
一
時
帰
宅
す

る
場
合

④
通
勤
、
通
院
、
催
事（
冠
婚
葬

祭
等
）の
た
め
に
、
町
外
の「
帰

還
困
難
区
域
」に
指
定
さ
れ
た

道
路
を
通
過
す
る
場
合〔
特
別

通
過
交
通
制
度
〕（
例
：
田
村
市

へ
避
難
し
て
い
る
が
、
南
相
馬

市
の
会
社
へ
通
勤
し
て
い
る
）

※「
帰
還
困
難
区
域
」内
は
、
通
行

で
き
る
道
路
及
び
時
間
が
限
ら

れ
ま
す
。

※
雇
用
証
明
書
、
通
院
証
明
書
等

の
裏
付
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
事
項
が
限
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
請
す
れ
ば
通
過

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
事
業
者
等
の
公
益
目
的
の
一
時

立
入
り
に
つ
い
て
も
、
住
民
の

一
時
帰
宅
と
同
じ
く
年
末
年
始

を
含
む
役
場
閉
庁
日
に
は
、
申

請
の
受
付
・
申
請
内
容
変
更

（
立
入
車
両
、
立
入
者
等
）の
受

付
及
び
通
行
証
の
交
付
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
他
町
へ
の
相
談

　

自
宅
が
町
内
の「
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
」又
は「
居
住
制
限
区

域
」で
あ
り
、
他
町
の「
帰
還
困
難

区
域
」に
あ
る
実
家
等
へ
立
入
り

を
行
う
場
合
は
、
次
に
よ
り
立
入

り
先
の
自
治
体
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
他
町
の「
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
」又
は「
居
住
制
限
区

域
」に
立
入
り
す
る
場
合
に
つ
い

て
も
、
立
入
り
先
の
自
治
体
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

生
活
支
援
課 

避
難
生
活
支
援
係

自治体名 担当部署 電 話 番 号

大熊町 環境対策課 ０１２０－２６－３８４４

双葉町 住民生活課 ０２４６－８４－５２０４

浪江町 生活支援課 ０２４３－６２－０１５１

お知らせ
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子どもたちの演技や学習成果披露に大きな拍手
富岡町立幼稚園・小学校・中学校 三春校　合同学習発表会

未来のプロゴルファーが熱戦 第９回全日本小学生ゴルフトーナメント

　富岡町立幼稚園・小学校・中学校の合同学習発表
会が11月1日、三春町の同校三春校で行われました。
　今回のスローガンは、小学校が「最高の演技＋みん
なの笑顔＝100点満点」、中学校が「輝く明日を！
～For the Team ～」。子どもたちが繰り広げる演劇
や合唱、学習の成果発表などに、会場に駆け付けた
保護者からは大きな拍手が送られました。

ぴっ すとぴっく す

会場を魅了した子どもたちの熱演

　
　富岡町と全日本女子プロゴルフ協会の共同主
催による第９回全日本小学生ゴルフトーナメン
トが、10月12日、千葉県野田市カントリー俱楽
部川間コースで行われました。
　本大会は、震災前まで富岡町のリベラルヒル
ズゴルフクラブで行われていましたが、第６回
大会から野田市の協力を得て継続開催している
ものです。
　当日は台風の直撃が心配されましたが、好天
に恵まれ、全国９地区の予選会を勝ち抜いた117
人の小学生が熱戦を繰り広げました。
　なお、大会のスタートアナウンサーとして富
岡二小６年の遠藤雅也君と遠藤駿君が参加し、
選手たちのプレーを盛り上げました。

大人顔負けのショットを見せる小学生選手

スタートアナウンサーを務めた遠藤雅也君（左）と遠藤駿君
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問合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
　富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○楢葉分室（復旧課・復興推進課）
　〒979-0515　
　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙字小山6-2
　FAX 024-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8026　
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147

※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○富岡町役場連絡所（下郡山集会所）
　〒979-1132
　 福島県双葉郡富岡町下郡山字真壁327-1
　  ☎  080-5743-5409・
　       080-5743-5410
　FAX 0240-25-8804
○大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○ＮＰＯ法人富岡町さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5297
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

　双葉消防本部では、双葉郡から避難されている
方々に活動内容をお知らせするためにホームページ
を開設しています。10月１日に更新いたしましたの
で、ぜひご覧ください。
◇双葉地方広域市町村圏組合消防本部ホームページ◇
　http://www.futabashobohonbu.jp/index.html

双葉地方広域市町村圏組合消防本部からのお知らせ

双葉地方水道企業団からのお知らせ
町内一部地区における水道の使用開始（再開）について

　10月から上郡山地区（清水地区を除く）及び下郡山地区、並びに赤木行政
区において水道の使用を開始（再開）しております。水道の使用開始（再開）を
希望されるお客様は、事前に企業団へお電話にてお申込みください。お客様
の立会いのもと、安全を確認したうえで給水いたします。
　水道料金については、当面の間、使用水量が累積10m³以上になったとき
の検針月に請求いたします。
　なお、水道メーター付近の調査及び止水作業のため、引き続きお客様の敷
地内へ立ち入らせていただく場合がありますので、ご理解とご協力のほどよ
ろしくお願いします。
　水道施設の復旧工事は、道路、下水道の復旧にあわせ、配水系統ごとに順次
進めています。水道の使用が可能となった区域については、その都度、使用可
能区域ごとに広報紙等により案内しますので、ご了承願います。

問 双葉地方水道企業団　富岡営業所
　 ☎０２４０－２５－５３１５
　 開庁時間　８時30分～17時15分

水道水中における放射性物質のモニタリング検査結果
　双葉地方水道企業団では、福島県の「水道水の放射性物質モニタリング検
査実施要領」に基づき、週３回の検査を実施しております。その検査結果は
以下のとおりです。
　なお、10月5日及び７日に採水した検体については、ゲルマニウム半導体
検査機器点検のため、いわき市水道局水質管理センターにおいて検査された
結果を掲載しております。

■採水場所：小山浄水場
■水源：木戸川（ダム放流水）
採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
９月25日

ND ND ND

９月28日
９月30日
10月２日
10月５日
10月７日
10月９日
10月12日
10月14日
10月16日
10月19日
10月21日
※検出下限値：放射性ヨウ素・放射性セシウムに関し、１Bq／ kg。
※2014年10月21日時点で、全て検出下限値未満（ND）です。

■採水場所：関根浄水場
■水源：富岡川（伏流水）
採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
９月25日

ND ND ND

９月28日
９月30日
10月２日
10月５日
10月７日
10月９日
10月12日
10月14日
10月16日
10月19日
10月21日
測定機関：双葉地方水道企業団
分析装置：ゲルマニウム半導体検出器
検査頻度：週３回（月、水、金曜日）
測定方法：緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法
　　　　　　 （放射能測定マニュアル（文部科学省））《参考》検査日現在の目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

- 10

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨ
ウ素については、半減期が短く、国に平成23年
７月15日以降の検出報告がないことから、規制
の対象から除外されました。

（単位：Bq／ kg）

お知らせ
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　11月4日、富岡町役場郡山事務所を訪れた福
岡県久留米市の楢原利則市長より義援金をいた
だきました。
　久留米市は、本町がビッグパレットふくしまに
避難所を設営した直後から平成23年８月31日に閉
所するまで、人的支援として２名の職員を派遣し
たほか、これまで３回、義援金を贈られています。
　楢原市長は「富岡町の一日も早い復旧・復興
をお祈りします」と語られ、宮本町長が「温かい
ご支援に感謝します。古里を取り戻せるよう頑
張っていきます」と御礼の言葉を述べました。

　11月3日、本町の友好都市である埼玉県杉戸町
で「杉戸町産業祭」が行われ、開会セレモニーの席
上、杉戸町から富岡町へ義援金が贈られました。
　杉戸町には、震災後の避難所設営から現在まで
物心両面に渡るご支援をいただいています。杉戸
町の古谷松雄町長は「富岡町とは親戚同然のお付
き合いをさせていただいており、一日も早い復興
をお祈りします」と述べられ、義援金を受取った
宮本町長は「いつの日かご支援に恩返しができる
ようこれからも精進します」と謝辞を述べました。

宮本町長に義援金を手渡す杉戸町・古谷町長（左）

宮本町長に義援金を手渡す久留米市・楢原市長

温かいご支援に感謝いたします
全国の皆さまより、義援金をいただきました

福島市・除染情報プラザに富岡町紹介コーナーがオープン

モニターや模型を
使い、除染をわか
りやすく説明

富岡町の
紹介コーナー

　除染の基礎知識や進捗状況をわかりやすくお知
らせする除染情報プラザに、富岡町の紹介コー
ナーがオープンしました。
　コーナーでは、町内の除染状況や復旧・復興の
様子などを紹介するほか、「夜の森の桜」「麓山の
火祭り」の写真や松明（たいまつ）、また、「おだが
いさま工房」で作られた作品なども展示されてい
ます。平成27年１月まで設置されておりますので、
ぜひ足をお運びください。

【除染情報プラザ】
・開所時間　10：00～17：00
　　　　　　（月曜日定休、祝日の場合は翌日定休）
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ぴっ すとぴっく す
晩秋の福島路を駆け抜けた古里への思い
第26回市町村対抗ふくしま駅伝
　県内最大のスポーツイベント、市町村対抗福島県
縦断駅伝競走大会が11月16日に行われ、県内59市町
村・53チームが郷土の誇りとプライドをかけた激し
いデッドヒートを繰り広げました。
　富岡町は、中学・高校生を中心としたチーム編成
でエントリーし、沿道に駆け付けた町民の声援を受
け力走。古里への思いを胸に白河市から福島市まで
の全16区間、95.1㎞でたすきを繋ぎ、総合成績が昨
年を上回る35位、町の部16位でレースを終えました。
　今大会は、５年ぶりに全てのチームが全区間を完
走。その結果、いわき市が２位に３分37秒の差を付
ける５時間９秒の大会新記録で総合優勝に輝き、ま
た町の部では猪苗代町が初優勝、村の部では西郷村
が２年ぶり２度目の優勝を飾りました。

区 間 氏　名 所　属
１区 藁谷　希理 磐城桜が丘高校２年
２区 三瓶　湧大 福島高校１年
３区 半谷　昂大 若松三中２年
４区 斎藤　　威 自衛隊習志野
５区 村上　紀康 福島高専３年
６区 坂本　正喜 白河消防署
７区 山田　智紀 中央台北中３年
８区 鈴木　雄翔 平三中２年
９区 佐藤　　杏 猪苗代中２年
10区 坂本　恭啓 志賀林業
11区 染谷菜々美 猪苗代中１年
12区 渡邉　智幸 福大付属小教諭
13区 後藤　サン 猪苗代中１年
14区 山田　尚輝 猪苗代中３年
15区 千葉　美采 猪苗代中１年
16区 渡邉　弘貴 いわき明星大４年

6区・坂本正喜選手（右） 10区・坂本恭啓選手（右）

レースを終え晴れやかな笑顔の富岡町選手団

12区・渡邉智幸選手 16区・渡邉弘貴選手（左）

主な成績
◇総合（全53チーム）
１位　いわき市（11回目）
２位　郡山市
３位　会津若松市
４位　須賀川市
５位　田村市

35位　富岡町

◇町の部（全29チーム）
１位　猪苗代町（初）
２位　会津美里町
３位　三春町
４位　石川町
５位　矢吹町
 
11位　浪江町
16位　富岡町

〜

〜
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）
〈訂正〉
広報とみおかNo.602号（平成24年12月号）からNo.623号（平成26年９月号）で、放射線量測定位置を地上10㎝と表記
しておりましたが、正しい測定位置は地上１㎝となりますので訂正いたします。

No. 測定場所

 H26.11. ４～６  H26. ５. ９～10
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れのち雨～晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

37 小浜住宅団地内公園前 2.69 4.47 3.13 5.76 
38 双葉環境センター 1.89 2.12 1.88 2.50 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 2.91 4.22 3.29 4.67 
40 深谷集会所 3.78 4.29 4.94 5.27 
41 赤坂神社前 4.20 6.64 5.56 8.69 
42 太平洋ブリーディング前 9.05 18.86 11.30 20.50 
43 みよし前交差点 8.60 25.72 9.79 18.20 
44 富岡自動車学校前 4.79 10.68 5.55 11.30 
45 リフレ富岡 2.93 5.06 3.51 4.86 
46 東洋育成園前 2.85 3.80 3.73 5.65 
47 富岡インター駐車場 2.53 3.50 3.16 4.23 
48 上手岡児童館 0.50 0.52 2.28 2.78 除染済み
49 下千里ライスセンター前 2.02 3.58 2.36 5.15 
50 舘山荘前 2.90 3.74 3.16 4.58 
51 夜の森つつみ公園 3.46 3.96 4.15 3.99 
52 総合運動場東側駐車場 3.91 4.91 4.49 6.59 
53 華の樹前 4.08 5.54 4.97 6.37 
54 宝泉寺前 2.48 4.91 1.33 1.06 
55 国道６号第二原発入口前 0.93 1.33 1.15 1.70 
56 猪狩スタンド前 0.45 0.30 0.77 1.17 除染済み
57 なべや駐車場前 0.80 1.65 1.19 2.25 
58 大東銀行富岡支店前 0.97 1.05 1.65 2.02 
59 富岡漁港 0.40 0.32 0.47 0.49 
60 サンライズイン富岡前 0.68 0.89 0.81 2.50 
61 福島富岡簡易裁判所前 1.66 2.80 1.87 3.55 
62 ヨークベニマル富岡店前 1.32 2.42 1.56 3.30 
63 今村病院前 2.99 5.99 3.49 6.54 
64 福島銀行富岡支店前 1.42 3.16 1.73 3.64 
65 龍台寺前 1.20 2.76 1.70 4.00 除染済み
66 清水団地前 1.67 2.54 1.85 3.18 
67 猪狩電気通信工業前 1.06 1.86 1.96 3.02 
68 上郡消防屯所 0.69 0.57 1.98 3.03 除染済み
69 岩井戸鉱泉 0.97 1.46 1.18 1.57 
70 富岡工業団地 0.37 0.53 1.52 1.56 除染済み
71 成沢の滝入口 0.83 1.76 1.21 2.06 
72 沼名子橋 1.68 2.30 2.15 3.50 

No. 測定場所

 H26.11. ４～６  H26. ５. ９～10
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れのち雨～晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

１ 下千里消防屯所 0.41 0.39 2.40 4.25 除染済み
２ 上千里消防屯所 0.75 0.61 1.59 2.32 除染済み
３ 杉内消防屯所 0.81 0.83 1.97 3.24 除染済み
４ 第二工業団地入口 2.75 2.44 4.15 5.47 
５ 高津戸集会所 1.01 0.79 2.06 1.55 除染済み
６ 富岡第二中学校東側 1.63 1.92 1.85 2.20 
７ 新夜ノ森集会所 4.89 6.83 5.75 7.90 
８ 夜の森公園 2.28 4.14 2.68 5.72 
９ 松の前待避所 6.25 6.57 9.03 10.50 
10 小良ヶ浜集会所 4.18 4.01 5.61 6.09 
11 町境（小良ヶ浜地区） 5.84 8.52 7.69 13.00 
12 深谷消防屯所 4.68 5.09 5.64 5.44 
13 富岡町営野球場 0.84 0.62 0.88 0.68 除染済み
14 観陽亭前 0.95 1.61 1.02 2.15 
15 富岡合同庁舎西側 2.39 2.46 2.50 3.15 
16 富岡養護学校 2.69 6.34 3.27 7.57 
17 老人福祉センター 5.79 8.87 6.30 10.20 
18 夜ノ森駅 4.71 6.01 5.70 6.66 
19 王塚集会所 1.43 1.68 1.48 1.08 除染済み
20 諏訪神社前 0.90 0.72 2.81 3.24 
21 上本町消防屯所 1.14 1.26 2.90 4.03 除染済み
22 上本町集会所 0.92 0.69 2.46 2.85 除染済み
23 リベラルヒルズ入口 1.59 3.04 1.82 3.75 
24 赤木集会所 0.33 0.30 1.99 3.86 除染済み
25 上郡山集会所 0.42 0.41 1.39 1.91 除染済み
26 太田集会所 0.51 0.53 0.72 1.20 除染済み
27 原下消防屯所 0.34 0.53 1.32 1.70 除染済み
28 富岡駅 0.71 1.22 0.77 1.78 
29 清水消防屯所 0.42 0.44 1.65 2.45 除染済み
30 役場 0.75 1.11 1.07 1.25 除染済み
31 浄化センター 0.22 0.26 0.30 0.23 除染済み
32 毛萱集会場 0.33 0.34 0.44 0.49 
33 富岡保育所 0.59 0.54 1.83 3.28 
34 中央児童館 0.73 0.63 1.37 2.26 除染済み
35 栄町駐車場 0.80 0.57 1.17 0.69 
36 岩井戸消防屯所 0.43 0.50 1.52 1.92 除染済み

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
※以前の線量と比較することを目的とし、６ヵ月前の町内線量と除染済みの測定場所を示しました。
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第２回　「尿中塩分量の測定はじめました」
尿
中
塩
分
量
か
ら
何
が
わ
か
る
の
？

　

今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
１
枚
。
み
な
さ
ん
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

町
で
は
、
今
年
も
郡
山
市
・
い

わ
き
市
・
福
島
市
・
白
河
市
な
ど

で
総
合
検
診
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
総
合
検
診
か
ら
、
新
た

に
尿
中
塩
分
量
の
測
定
を
始
め
ま

し
た
。
検
診
当
日
に
持
っ
て
き
て

い
た
だ
い
た
尿
か
ら
、
尿
中
に
含

ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
を
測
定
し
、
年
齢
、
身
長
、

体
重
な
ど
の
値
を
計
算
式
に
入
れ

て
、
摂
取
食
塩
量（
推
定
値
）を
計

算
し
ま
す
。

　

人
間
の
体
は
、
一
定
の
塩
分
濃

度
を
保
つ
機
能
が
あ
り
ま
す
の

で
、
だ
い
た
い
摂
取
し
た
食
塩
量

＝
尿
中
に
含
ま
れ
る
塩
分
量
と
い

え
ま
す
。
尿
中
塩
分
量
か
ら
、
み

な
さ
ん
が
ふ
だ
ん
ど
の
く
ら
い
食

塩
を
摂
取
し
て
い
る
の
か
、
目
安

が
分
か
り
ま
す
。

福
島
県
民
は
塩
分
を
摂
り
過
ぎ
⁉

　
「
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
体
に
よ

く
な
い
」こ
と
は
、
み
な
さ
ん

も
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
み
な
さ
ん
は
毎
日
の
食
事

で
薄
味
を
心
が
け
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
は
、
実
際

に
わ
た
し
た
ち
は
毎
日
ど
の
く
ら

い
塩
分
を
摂
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

国
が
将
来
的
な
目
標
と
し
て
い

る
の
は
一
日
６
ｇ
未
満
。
と
こ
ろ

が
、
現
在
の
日
本
人
の
平
均
食
塩

摂
取
量
は
約
10
ｇ
と
多
く
、
福
島

県
民
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
第
２
位
の

13
ｇ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と

目
標
値
の
２
倍
以
上
の
食
塩
を
摂

取
し
て
い
る
の
で
す
！

塩
分
と
健
康
の
関
係

　

塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧

の
主
な
原
因
で
す
。
高
血
圧
の
状

態
が
続
く
と
、
血
管
は
い
つ
も
緊

張
し
、
硬
く
な
り
、
傷
が
つ
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
脳
・
心
臓
・

腎
臓
な
ど
の
大
切
な
臓
器
の
動
脈

を
硬
く
し
、
血
管
の
内
腔
を
狭
く

し
ま
す
の
で
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
を
引
き
起

こ
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
日

本
人
に
多
い
胃
が
ん
の
原
因
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
が
ん
予
防
の
た

め
に
も
減
塩
が
大
切
で
す
。

は
じ
め
ま
せ
ん
か
、減
塩
生
活
！

　

日
本
で
高
血
圧
症
の
患
者
は
、
約

４
千
万
人
と
い
わ
れ
、
福
島
県
で

も
40
〜
50
歳
代
の
働
き
盛
り
の
人

に
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

日
本
人
は
、
醤
油
や
味
噌
な
ど

食
塩
を
含
む
調
味
料
を
用
い
た
食

事
を
と
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
使
う
調
味
料
を
い
き
な

り
半
分
に
す
る
こ
と
は
大
変
で
す

し
、
実
行
し
て
も
長
続
き
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
次
の
３
つ
を
今
日
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
だ
し
を
効
か
せ
る
〉

　

だ
し
の
旨
み
を
た
っ
ぷ
り
使
う
こ

と
で
薄
味
で
も
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

〈
計
量
ス
プ
ー
ン
を
使
う
〉

　

減
塩
を
成
功
さ
せ
る
に
は「
き

ち
ん
と
計
量
」し
て
、
量
を
目
で

し
っ
か
り
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
か
け
ず
に
つ
け
る
〉　

　

食
べ
る
時
に
直
接
舌
に
ふ
れ
る
と

味
を
濃
く
感
じ
る
の
で
、
し
ょ
う
油

や
ソ
ー
ス
な
ど
は
か
け
ず
に
つ
け
て

食
べ
ま
す
。

　　

減
塩
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
体

内
の
塩
分
を
排
出
す
る
の
を
助
け

る
カ
リ
ウ
ム
を
た
く
さ
ん
と
る
た

め
に
、
野
菜
を
多
く
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

ぜ
ひ
、
も
う
一
度
ご
自
身
の
検

診
結
果
を
見
返
し
て
い
た
だ
き
、

来
年
の
検
診
ま
で『
減
塩
生
活
』に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

とみおか保健だより

　福島県民の
食塩摂取量

日本人の
食塩摂取量
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この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

　「やっこ行列」　　　写真提供　西山　栄さん（小浜）

支援に感謝の気持ちを込め、ヨサコイの舞　杉戸町産業祭

　10月19日にいわき市泉駅前の大通りで行われた
「赤玉やっこ行列」をスナップしたものです。この写
真を「いわき市泉ふるさと祭りフォトコンテスト」に
出展し、金賞をいただきました。

※赤玉やっこ行列
　泉藩本多２万石、幕府老中を務めた２代目本多忠
籌（たたかず）公が、江戸城登城の際に奴行列の持
ち槍２本のうち１本の穂先に赤玉を飾ったものが
「本多の赤玉」といわれ、いわき市泉地区のまちづ
くりイベント「ふるさと祭り」で、この赤玉やっこ
行列を復活させました。

　富岡町と友好都市提携を結ぶ埼玉県杉戸町
の産業祭が11月3日に行われ、「チーム富岡
さくらYOSAKOI（代表・伊藤孝さん）」のメ
ンバーが躍動感あふれる舞を披露しました。
　「私たちの元気な姿を皆さんに見ていただ
き、前向きに生きるきっかけとなれば」とい
う熱い思いを込めて演舞されたとのことで、
笑顔で踊るメンバーに、会場を埋めた観衆か
ら大きな拍手が送られました。
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ー
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富
岡
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ホ
ー
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ペ
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あなたが撮った写真をお寄せください
　広報とみおかでは、「My Photo Letter」に掲載させていただく写真を募集しています。
　募集要項等は次のとおりですので、ふるってご応募ください。

◇応募要件
・富岡町民で、氏名及び富岡町の行政区名を掲
載できる方。

・テーマは風景、祭事など自由です。
・データの場合はメールに添付できるサイズ、
プリント写真は専用の用紙に印刷されたもの
で大きさはＬ版か２L版。

・写真のタイトルと説明文（150～200字程度）
を添付してください。

・応募された写真は返却できませんので、あら
かじめご了承ください。

・現在お住まいの住所、氏名、富岡町での行政
区名、電話番号をご記入の上、データの場合
は下記アドレスへメールで、郵送の場合は封
書で下記までお送りください。

・メールアドレス
　tom0200-0@tomioka-town.jp
・住　所
　〒963－0201
　　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
　　富岡町役場郡山事務所企画課広聴広報係


